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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも１つのアイオノマー（Ａ）と、少なくとも１つのブレンド物と、を含有する
、又は、から製造される、組成物であって、
前記ブレンド物は少なくとも１つのポリアミドと、少なくとも１つのアイオノマー（Ｂ）
とを含有し、
前記ブレンド物は前記ポリアミドの連続相中の前記アイオノマー（Ｂ）の分散物であり、
前記ブレンド物は前記アイオノマー（Ａ）の連続相中に分散されている分散相であり、
前記ブレンド物は１～１０の粒径比率を有しており、前記比率は、前記アイオノマー（Ａ
）中に分散されたブレンド物粒子の最長径の、直交するブレンド物粒子の第２最長径に対
する比として定義され、
前記組成物は、前記組成物総重量基準で、１０～６０重量％の前記アイオノマー（Ａ）を
含有しており、
前記ポリアミドは脂肪族ポリアミドであり、
前記アイオノマー（Ｂ）は、エチレンと、前記アイオノマー（Ｂ）の重量基準で５～１５
重量％のＣ3～Ｃ8のαβ－エチレン性不飽和カルボン酸と、３～２５重量％の少なくとも
１つのコモノマーと、０～３０重量％の（メタ）アクリル酸アルキルとのコポリマーであ
り、
前記コモノマーは、マレイン酸、フマル酸、イタコン酸、無水マレイン酸、マレイン酸の
Ｃ1～Ｃ4のアルキルハーフエステル、及びこれらの２つ以上の組み合わせからなる群から
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選択されるものであり、
前記（メタ）アクリル酸アルキルは、アクリル酸アルキル、メタクリル酸アルキル、又は
これらの組み合わせであって前記アルキル基は１～８個の炭素原子を有しており、
前記アイオノマー（Ｂ）中に存在する前記カルボン酸官能基は、１つ以上のアルカリ金属
カチオン、遷移金属カチオン、アルカリ土類金属カチオン、又はこれらの２つ以上の組み
合わせによって、少なくとも部分的に中和されている、組成物。
【請求項２】
　前記組成物が、前記組成物総重量基準で、０．１～１重量％の造核剤を含有し、
前記比率が１～６であり、
前記ブレンド物粒子の前記最長径が２０～６００ｎｍであり、前記ブレンド物の総重量基
準で、前記ポリアミドが前記ブレンド物中に３０～６５％存在し、前記アイオノマー（Ｂ
）が前記ブレンド物中に７０～３５％存在する、請求項１に記載の組成物。
【請求項３】
　前記ポリアミドが、ナイロン６、ナイロン１１、ナイロン６６、及びこれらの２つ以上
の組み合わせからなる群から選択され、
前記アイオノマー（Ｂ）中の前記カルボン酸が、ナトリウム、亜鉛、リチウム、マグネシ
ウム、カルシウム、又はこれらの２つ以上の組み合わせから選択される金属カチオンによ
って少なくとも部分的に中和されている、請求項２に記載の組成物。
【請求項４】
　請求項１～３のいずれか１項を特徴とする組成物、を含有する、又は、から製造される
、物品であり、スキー用ブーツ、スノーボード用ブーツ、スケート用ブーツ、アイススケ
ート用ブーツ、インラインスケート用ブーツ、又は登山用ブーツである、物品。
【請求項５】
　少なくとも１つのポリアミドと少なくともアイオノマー（Ｂ）とを混ぜ合わせてブレン
ド物にすることと、前記アイオノマー（Ｂ）が前記ポリアミドの連続相中の分散相として
分散されており、前記ブレンド物がアイオノマー（Ａ）の連続相中の分散相として分散さ
れている組成物を製造するのに効果的な条件下で、前記ブレンド物を少なくとも前記アイ
オノマー（Ａ）と混合することとを含む方法であって、
前記ポリアミドは脂肪族ポリアミドであり、
前記アイオノマー（Ｂ）は、エチレンと、前記アイオノマー（Ｂ）の重量基準で５～１５
重量％のＣ3～Ｃ8のαβ－エチレン性不飽和カルボン酸と、３～２５重量％の少なくとも
１つのコモノマーと、０～３０重量％の（メタ）アクリル酸アルキルとのコポリマーであ
り、
前記コモノマーは、マレイン酸、フマル酸、イタコン酸、無水マレイン酸、マレイン酸の
Ｃ1～Ｃ4のアルキルハーフエステル、及びこれらの２つ以上の組み合わせからなる群から
選択されるものであり、
前記（メタ）アクリル酸アルキルは、アクリル酸アルキル、メタクリル酸アルキル、又は
これらの組み合わせであって前記アルキル基は１～８個の炭素原子を有しており、
前記アイオノマー（Ｂ）中に存在する前記カルボン酸官能基は、１つ以上のアルカリ金属
カチオン、遷移金属カチオン、アルカリ土類金属カチオン、又はこれらの２つ以上の組み
合わせによって、少なくとも部分的に中和されている、方法。
【請求項６】
　前記ポリアミドが、ナイロン６、ナイロン１１、ナイロン６６、及びこれらの２つ以上
の組み合わせからなる群から選択され、
前記アイオノマー（Ｂ）中の前記カルボン酸が、ナトリウム、亜鉛、リチウム、マグネシ
ウム、カルシウム、又はこれらの２つ以上の組み合わせから選択される金属カチオンによ
って少なくとも部分的に中和されている、請求項５に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　本発明は、少なくとも１つのポリアミド、及び、少なくとも１つの、ポリアミドとポリ
オレフィンとのブレンド物、を含有するポリマー組成物に関する。
【背景技術】
【０００２】
　スポーツ用品の分野、特にウインタースポーツ用品の分野では、より安全に、よりカス
タマイズされた、より速いスポーツ活動を可能にするための、スポーツ用具の機械特性の
改良が継続的に求められている。
【０００３】
　特に、例えばスキー用ブーツやスケート用ブーツなどのウインタースポーツ用靴を製造
する場合、重要な特性は、ブーツのアウターシェルに用いられる材料の曲げ弾性率である
。硬すぎる、又は剛直すぎるブーツは、履き心地が悪く、また応答性が悪いため、競技者
にあまり受け入れられない。別の表現をすると、ブーツ材料の曲げ弾性率は、－２０～２
０℃の幅広い温度範囲にわたって、適度に低いことが要求される。
【０００４】
　このような理由から、ブーツに現在使用されている材料は、比較的低い曲げ弾性率を有
し、しなやかで応答性のよいスキー用ブーツを作ることのできる、例えばアイオノマーや
熱可塑性ポリウレタン（ＴＰＵｓ）などの「柔らかい」ポリマーである。
【０００５】
　しかし、アイオノマーで作られたブーツは、約－２０～約２０℃の温度で非常にしなや
かな特性を有する一方で、クリープ応力で変形する傾向がある。例えば、日の当たる場所
に駐車した車の中では、温度は、現在使用されているアイオノマーが変形又は歪みを生じ
始める温度である５０℃又は７０℃へと容易に上昇し得る。これは、冷却後にブーツが着
用者の足に意図された状態で合わなくなってしまうことから、もちろん望ましいことでは
ない。加熱と冷却を繰り返すと、この問題は更に悪化する。
【０００６】
　熱可塑性ポリウレタンで作られたブーツは、クリープ応力によっては変形しないが、他
の欠点を有している。例えば、ＴＰＵｓのしなやかさは、冬に遭遇する約－２０～約２０
℃の範囲で大幅に変化し得る。ＴＰＵｓのしなやかさは範囲の上方で満足できるものであ
る一方、範囲の下方ではＴＰＵｓは顕著に硬くなる（最大４００％）。すなわち、寒くな
るほど、ＴＰＵで作られたブーツのしなやかさと快適性が低下する。
【０００７】
　近年、熱硬化性発泡体を用いることで、購入後、ブーツの発泡ライナーを着用者の足に
合わせることによってスキー用ブーツをカスタマイズする試みがなされてきた。しかし、
この方法は、ポリマーシェルを軟化するために必要な温度のため、ブーツのポリマーアウ
ターシェルを着用者の骨格に合わせられないという点で限界であった。
【０００８】
　ＴＰＵｓやポリアミドのようなポリマーは、十分に柔らかくなるために、最大２００℃
という非常に高温を必要とするが、使用者は調整作業の間ブーツを履いている必要がある
ことから、このことは、ブーツの調整を不可能にしている。
【０００９】
　他方、アイオノマーは５０℃前後の温度で調整できるブーツのシェルに好適であり得る
が、これらはクリープ変形に関する上述の変形の問題を有している。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　したがって、幅広い温度範囲にわたって適切なしなやかさを有し、スポーツ用の靴に使
用することができ、熱応力によって上述の変形の問題が生じない、火傷の危険なく着用者
の骨格に合わせることができる、ポリマー組成物に対する高い要求が存在している。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
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　上述の課題は、少なくとも１つのアイオノマー（Ａ）、及び、少なくとも１つのポリア
ミドと少なくとも１つのアイオノマー（Ｂ）とを含有する少なくとも１つのブレンド物、
を含有する組成物であって、ポリアミドは脂肪族ポリアミドであり、ブレンド物のアイオ
ノマー（Ｂ）は、（ａ）エチレンと、（ｂ）ブレンド物のアイオノマー（Ｂ）の重量基準
で５～１５重量％のα，β－不飽和のＣ3～Ｃ8カルボン酸と、（ｃ）ブレンド物のアイオ
ノマーの重量基準で０．５～１２重量％の、マレイン酸、フマル酸、イタコン酸、無水マ
レイン酸、マレイン酸のＣ1～Ｃ4のアルキルハーフエステルからなる群から選択されるエ
チレン性不飽和ジカルボン酸又はその誘導体である少なくとも１つのコモノマーと、（ｄ
）ブレンド物のアイオノマーの重量基準で０～３０重量％の、アルキル基が１～１２個の
炭素原子を有するアクリル酸アルキル及びメタクリル酸アルキルから選択されるモノマー
と、の共重合体であって、少なくとも１つのアイオノマー（Ｂ）中に存在するカルボン酸
官能基は、１つ以上のアルカリ金属、遷移金属、又はアルカリ土類金属カチオンによって
、少なくとも部分的に中和されている、組成物を提供することによって解決することがで
きる。
【００１２】
　更に、本発明は、最初に少なくとも１つの脂肪族ポリアミドと少なくとも１つのアイオ
ノマー（Ｂ）とを混合してブレンド物にし、その後前記ブレンド物を少なくとも１つのア
イオノマー（Ａ）に混合することによって得られる、上述のような組成物を提供する。
【００１３】
　本発明は、上述のような組成物を含有する物品も提供する。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本明細書に開示の組成物の形態を表す図である。
【図２】粒子の最長径と第２最長径を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　全ての商標又は商品名は大文字で示されている。
【００１６】
　ポリマー組成物は、少なくとも１つのアイオノマー（Ａ）、及び、少なくとも１つの脂
肪族ポリアミドと特定の群のアイオノマーから選択される少なくとも１つのアイオノマー
（Ｂ）とを含有するブレンド物、を含有する完全混和物とすることができ、１００℃未満
の温度で良好な成形性を有すると共に、比較的低温で高い機械的剛性が必要とされる用途
に非常に適している、新材料を提供することができる。この新材料は、望ましい特性のほ
とんどを保持しつつ、ポリアミドとアイオノマーの両方の複数の主な欠点を克服すること
ができる。
【００１７】
　組成物は、少なくとも１つのアイオノマー（Ａ）を、組成物の総重量基準で、１０～６
０重量％、好ましくは２０～４０重量％、又は２０～３０重量％含有することができる。
【００１８】
　アイオノマー（Ａ）は、Ｅがエチレンであり、ＸがＣ3～Ｃ8のα，βエチレン性不飽和
カルボン酸であり、Ｙがアクリル酸アルキル、メタクリル酸アルキル、又はその両方から
選択されるコモノマーである、Ｅ／Ｘ／Ｙコポリマーから選択される。
【００１９】
　Ｃ3～Ｃ8のα，βエチレン性不飽和カルボン酸Ｘは、アイオノマー（Ａ）の重量基準で
２～３０％、好ましくは５～１５％存在させることができる。好適なＣ3～Ｃ8のα，βエ
チレン性不飽和カルボン酸Ｘとしては、メタクリル酸、アクリル酸、又は両方から選択す
ることができ、メタクリル酸が好ましい。
【００２０】
　コモノマーＹは、アイオノマー（Ａ）の重量基準で０．１～４０％、好ましくは１０～
３０％存在させることができ、アルキル基は１～８個の炭素原子を有していてもよい。好
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適なアルキル基としては、例えば、メチル、エチル、プロピル、及び、ｎ－ブチル、ｓｅ
ｃ－ブチル、イソブチル、ｔｅｒｔ－ブチルなどのブチルから選択することができ、ブチ
ルが好ましい。
【００２１】
　アイオノマー（Ａ）中に存在するカルボン酸官能基は、例えば、ナトリウム、亜鉛、リ
チウム、マグネシウム、及びカルシウム由来などの、１つ以上のアルカリ金属、遷移金属
、又はアルカリ土類金属のカチオンによって、少なくとも部分的に中和されており、より
好ましくは亜鉛又はマグネシウムであり、亜鉛が最も好ましい。
【００２２】
　ブレンド物は、少なくとも１つの脂肪族ポリアミドと少なくとも１つのアイオノマー（
Ｂ）とを含有することができる。
【００２３】
　ブレンド物は、組成物の総重量基準で、４０～９０重量％、好ましくは６０～８０重量
％、より好ましくは７０～８０重量％、組成物中に存在することができる。
【００２４】
　ブレンド物中の脂肪族ポリアミドは、ブレンド物の総重量基準で、２０～６５重量％、
好ましくは３０～６５重量％、より好ましくは５５～６５重量％、存在していてもよい。
【００２５】
　ブレンド物中の脂肪族ポリアミドは、例えば、ラクタム若しくはアミノ酸（例えばポリ
イプシロンカプロラクタム（ＰＡ６）又はＰＡ１１）から得られるポリアミド、又は、ヘ
キサメチレンジアミンなどのジアミンと、コハク酸、アジピン酸、若しくはセバシン酸な
どの二塩基酸との縮合によって得られるポリアミドから選択することができる。これらの
ポリアミドのコポリマー及びターポリマーも含まれる。好ましくは、脂肪族ポリアミドは
、ポリイプシロンカプロラクタム（ＰＡ６）、ポリヘキサメチレンアジポアミド（ＰＡ６
，６）、ＰＡ１１、ＰＡ１２、ＰＡ１２，１２、並びに、ＰＡ６／６，６、ＰＡ６，１０
、ＰＡ６，１２、ＰＡ６，６／１２、ＰＡ６／６，６／６，１０、ＰＡ６／６Ｔなどのコ
ポリマー及びターポリマーから選択することができる。より好ましくは、ポリアミドは、
ポリイプシロンカプロラクタム（ＰＡ６）、ＰＡ６，１０、又はポリヘキサメチレンアジ
ポアミド（ＰＡ６，６）であり、ポリイプシロンカプロラクタム（ＰＡ６）が最も好まし
い。
【００２６】
　ブレンド物中のアイオノマー（Ｂ）は、ブレンド物の総重量基準で、３５～８０重量％
、好ましくは３５～７０％、より好ましくは３５～４５％、存在していてもよい。
【００２７】
　アイオノマー（Ｂ）は、例えば、例えば無水マレイン酸及びマレイン酸エチル水素など
の、エチレン性不飽和ジカルボン酸コモノマー由来の、ジカルボン酸部分を多く含有し、
カルボン酸部分が、１つ以上のアルカリ金属、遷移金属、又はアルカリ土類金属のカチオ
ンによって少なくとも部分的に中和されている、アイオノマーから選択することができる
。
【００２８】
　アイオノマー（Ｂ）は、エチレンと、Ｃ3～Ｃ8のα，β－エチレン性不飽和カルボン酸
と、エチレン性不飽和ジカルボン酸である少なくとも１つのコモノマーと、のコポリマー
（又はターポリマー）とすることができる。
【００２９】
　エチレン性不飽和ジカルボン酸は、アイオノマー（Ｂ）の総重量基準で３～２５重量％
、好ましくは４～１０重量％、存在していてもよい。
【００３０】
　好適なエチレン性不飽和ジカルボン酸コモノマーとしては、例えば、無水マレイン酸（
ＭＡＨ）、マレイン酸エチル水素（別名マレイン酸モノエチルエステル、ＭＡＭＥ）など
のマレイン酸のＣ1～Ｃ4のアルキルハーフエステル、イタコン酸（ＩＴＡ）、フマル酸を
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挙げることができる。少なくとも１つのアイオノマー（Ｂ）は、例えばアルキル基が１～
８個の炭素原子を有する（メタ）アクリル酸アルキルなどの、追加的なコモノマーを含有
することもできる。（メタ）アクリル酸アルキルには、アクリル酸アルキル、メタクリル
酸アルキル、又はその両方が含まれ得る。
【００３１】
　（メタ）アクリル酸アルキルコモノマーは、アイオノマー（Ｂ）の重量基準で０～３０
重量％、好ましくは０～１５重量％、存在していてもよい。好適な（メタ）アクリル酸ア
ルキルとしては、アクリル酸メチル、アクリル酸エチル、アクリル酸ｎ－ブチル（ｎＢＡ
)などの、１～８個の炭素原子を有するアルキル基を有する（メタ）アクリル酸アルキル
から選択することができ、アクリル酸ｎ－ブチル（ｎＢＡ)が好ましい。
【００３２】
　アイオノマー（Ｂ）の例としては、エチレンと、メタクリル酸と、マレイン酸エチル水
素とのコポリマー（Ｅ／ＭＡＡ／ＭＡＭＥ)及び、エチレンと、アクリル酸と、無水マレ
イン酸とのコポリマー（Ｅ／ＡＡ／ＭＡＨ)を挙げることができる。アイオノマー（Ｂ）
中に存在するカルボン酸官能基は、例えばリチウム、ナトリウム、カリウム、マグネシウ
ム、カルシウム、バリウム、鉛、スズ、亜鉛、アルミニウム、又はこのようなカチオンの
組み合わせ、由来などの１つ以上のアルカリ金属、遷移金属、又はアルカリ土類金属のカ
チオンによって、少なくとも部分的に、又は１０～９９．５％、通常１０～７０％、中和
されていてもよい。好ましくは、少なくとも１つのアイオノマー（Ｂ）中に存在するカル
ボン酸官能基は、ナトリウム、亜鉛、リチウム、マグネシウム、及びカルシウムから選択
される少なくとも１つの金属カチオンによって３５～約７０％中和されていてもよく、亜
鉛が最も好ましい。
【００３３】
　中和は、当該技術分野で知られているように、最初にアイオノマーを合成し、それをア
ルカリ金属、アルカリ土類金属、又は遷移金属のカチオンを有する無機塩基で処理するこ
とによって、行うことができる。
【００３４】
　本発明のポリマー組成物は、可塑剤、安定剤、酸化防止剤、紫外線吸収剤、加水分解防
止剤、帯電防止剤、染料又は顔料、フィラー、難燃剤、潤滑剤、ガラス繊維やガラスフレ
ークなどの補強材、加工助剤、ブロッキング防止剤、離型剤、造核剤、及び／又はこれら
の組み合わせを含む、ポリマー材料に用いられている従来の添加剤などの任意的な材料を
、追加的に約０．０００１～約５０％（組成物総重量基準で）含有することができる。
【００３５】
　組成物が造核剤を含有する場合、造核剤は組成物総重量基準で、０．１～１重量％存在
していてもよい。
【００３６】
　少なくとも１つのアイオノマー（Ａ)、及び、少なくとも１つのポリアミドと少なくと
も１つのアイオノマー（Ｂ）とを含有する少なくとも１つのブレンド物、を含有する組成
物は、１段階混合処理又は２段階混合処理によって得ることができ、２段階混合処理が好
ましい。
【００３７】
　１段階目では、少なくとも１つのポリアミドと少なくとも１つのアイオノマー（Ｂ）を
、適切な混合装置へ、例えばペレット状などの固形状で供給し、混合することができる。
【００３８】
　適切な混合装置は、混合スクリューを有する二軸押出機、ブラベンダー型ミキサー、イ
ンターナルミキサー、ファレル連続ミキサー、又はブスコニーダーから選択することがで
きる。好ましくは、混合装置は２６０～３００℃の温度で作動する、混合スクリューを有
する二軸押出機である。
【００３９】
　混合工程の際、アイオノマー（Ｂ）は、ポリアミド（連続相を形成する）中に、非常に
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狭い粒子径分布を有する極めて微細な粒子として分散することができる。溶融混合後、ブ
レンド物が押出機のダイを通り、その後切断されることで、ポリアミド／アイオノマーブ
レンド物の、例えばペレットなどの固体粒子が得られる。
【００４０】
　２段階目では、１段階目で製造されたアイオノマー（Ｂ）とポリアミドとのブレンド物
が、引き続いて、適切な混合装置中で、少なくとも１つのアイオノマー（Ａ）と混ぜ合わ
せられる。固体ペレットを用いる場合、混合装置は２６０～３００℃の温度で作動する、
混合スクリューを有する二軸押出機などの、上で開示したものと同じものであってもよい
。あるいは、アイオノマー（Ｂ）とポリアミドとの溶融ブレンド物、及び、溶融アイオノ
マー（Ａ）を、溶融状態で金型に同時に射出することで、２つの成分を混合してもよい。
好ましくは、混合装置は二軸押出機である。
【００４１】
　２段階混合処理の後、本発明にかかる組成物を保管のために例えばペレットなどの様々
な形状に加工してもよい。
【００４２】
　２段階混合処理の１段階目は、ポリアミド連続相中のアイオノマー（Ｂ）分散物（ブレ
ンド物）を製造する効果を有する。ブレンド物がアイオノマー（Ａ）と混ぜ合わされる２
段階目は、ブレンド物自体がアイオノマー（Ａ）の連続相に分散している組成物を製造し
、「分散物中の分散物」／｛アイオノマー（Ａ）中に分散された［アイオノマー（Ｂ）中
のポリアミド分散物］｝が得られる効果を有する。
【００４３】
　図１は、本発明にかかる組成物の形態を示す、非限定的で典型的な図を示している。
【００４４】
　ブレンド物粒子の大きさは、少なくとも１つのアイオノマー（Ａ）中に分散されている
ブレンド物粒子の最長径と、直交するブレンド粒子の第２最長径とを定義することで、特
徴づけることができる。最長径と第２最長径との比率は、約１（球状粒子）～約１０であ
り、より好ましくは１～約６（楕円体、「ツェッペリン」形、又は「シガー」形の粒子）
とすることができる。
【００４５】
　図２は、粒子の最長径と第２最長径を示す非限定的で典型的な図を示している。
【００４６】
　ブレンド物粒子の最長径は２００～約６００ｎｍとすることができ、ブレンド物の第２
最長径は４０～１２０ｎｍとすることができる。
【００４７】
　本発明にかかる組成物は、例えば自動車部品、又は、例えばスキー用ブーツ、スノーボ
ード用ブーツ、スケート用ブーツ、アイススケート用ブーツ、インラインスケート用ブー
ツ、若しくは登山用ブーツ、のアウターシェルのようなスポーツ用品、などの様々な物品
の製造に使用することができる。特に、スポーツ用品は、熱成形によって使用者の骨格に
合わせることのできる物品とすることができる。例えばスキー用ブーツの場合、これは、
硬いアウターシェルを本発明の組成物で製造した場合に、ＡＳＴＭ　Ｄ１５２５－０９で
定義されるアイオノマー（Ａ）のビカット軟化点まで加熱し、その後、使用者の足の骨格
に合わせることができることを意味する。
【００４８】
　加熱されたアウターシェルの調整は、例えばａ）オーブン中にアウターシェルを置く、
ｂ）軟化点までアウターシェルを加熱する、ｃ）オーブンからアウターシェルを取り出す
、ｄ）アウターシェルにブーツのライナーを再挿入する、ｅ）ブーツを履く、ｆ）まだ柔
らかいブーツを、ポンプと接続された、ブーツの輪郭とぴったり合う中空のバッグで覆う
、ｇ）真空にする、又は加圧してバッグをブーツに押し付けると同時に軟化したブーツの
シェルを使用者の足に押し付ける、ｈ）軟化したシェルが冷却して固化するまで真空又は
加圧を維持する、ことによって行うことができる。
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【００４９】
　これまでは、高温での調整処理のために、多大な経済的負担を負って熱に強い使用者の
足の複製をつくる必要があったが、この調整処理の間は、使用者はブーツを履いたままで
いることができる。
【００５０】
　上述のスポーツ用品及び／又はアウターシェルは、本発明の組成物を金型に射出成形す
るによって、又はアイオノマー（Ａ）とブレンド物とを金型に同時に射出することによっ
て、製造することができる。あるいは、本発明の組成物は、予めブレンドした組成物を回
転成形又は射出ブロー成形することによって、スポーツ用品に成形することができる。
【実施例】
【００５１】
比較例
　商標ＵＬＴＲＡＭＩＤ　Ｂ３の、ＢＡＳＦ社から入手できるナイロン６を４．４ｋｇと
、エチレンと１１重量％のメタクリル酸と有効酸部分の４０％が亜鉛カチオンで中和され
ている６重量％の無水マレイン酸モノエチルエステルとを含有するアイオノマー（Ｂ）を
２．５ｋｇと、商標ＳＵＲＬＹＮ　９３２０の、Ｅ．Ｉ．Ｄｕ　Ｐｏｎｔ　ｄｅ　Ｎｅｍ
ｏｕｒｓ＆Ｃｏ（アメリカ、デラウエア州、ＤｕＰｏｎｔ）社から入手できる、エチレン
とメタクリル酸とｎ－アクリル酸ブチルとを主成分とする亜鉛アイオノマーを３ｋｇと、
商標ＢＲＵＧＧＯＬＥＮ　Ｐ２２の、Ｂｒｕｅｇｇｅｍａｎｎ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ社から
入手できる造核剤を０．１ｋｇとを、Ｌ／Ｄ比が２９で２８５℃の温度で作動する、Ｗｅ
ｒｎｅｒ　Ｐｆｌｅｉｄｅｒｅｒ３０ｍｍ２軸押出機の中で同時に混合することによって
、組成物を製造した。
【００５２】
実施例１
　商標ＵＬＴＲＡＭＩＤ　Ｂ３の、ＢＡＳＦ社から入手できるナイロン６を５．９ｋｇと
、エチレンと１１重量％のメタクリル酸と有効酸部分の４０％が亜鉛カチオンで中和され
ている６重量％の無水マレイン酸モノエチルエステルとを含有するアイオノマー（Ｂ）を
４ｋｇと、商標ＢＲＵＧＧＯＬＥＮ　Ｐ２２の、Ｂｒｕｅｇｇｅｍａｎｎ　Ｃｈｅｍｉｃ
ａｌ社から入手できる造核剤を０．１ｋｇとを、Ｌ／Ｄ比が２９で２８５℃の温度で作動
する、Ｗｅｒｎｅｒ　Ｐｆｌｅｉｄｅｒｅｒ３０ｍｍ２軸押出機の中で混合することによ
って、最初のブレンド物を製造した。得られた７ｋｇのブレンド物を、その後、商標ＳＵ
ＲＬＹＮ　９３２０の、ＤｕＰｏｎｔ社から入手できる、エチレンとメタクリル酸とｎ－
アクリル酸ブチルとを主成分とする亜鉛アイオノマー３ｋｇと、Ｌ／Ｄ比が２９で２８５
℃の温度で作動するＷｅｒｎｅｒ　Ｐｆｌｅｉｄｅｒｅｒ３０ｍｍ２軸押出機の中で混合
した。
【００５３】
実施例２
　商標ＵＬＴＲＡＭＩＤ　Ｂ３の、ＢＡＳＦ社から入手できるナイロン６を４．９５ｋｇ
と、エチレンと１１重量％のメタクリル酸と有効酸部分の４０％が亜鉛カチオンで中和さ
れている６重量％の無水マレイン酸モノエチルエステルとを含有するアイオノマー（Ｂ）
を４．９５ｋｇと、商標ＢＲＵＧＧＯＬＥＮ　Ｐ２２の、Ｂｒｕｅｇｇｅｍａｎｎ　Ｃｈ
ｅｍｉｃａｌ社から入手できる造核剤を０．１ｋｇとを、Ｌ／Ｄ比が２９で２８５℃の温
度で作動する、Ｗｅｒｎｅｒ　Ｐｆｌｅｉｄｅｒｅｒ３０ｍｍ２軸押出機の中で混合する
ことによって、最初のブレンド物を製造した。得られた７ｋｇのブレンド物を、その後、
商標ＳＵＲＬＹＮ　９３２０の、ＤｕＰｏｎｔ社から入手できる、エチレンとメタクリル
酸とｎ－アクリル酸ブチルとを主成分とする亜鉛アイオノマー３ｋｇと、Ｌ／Ｄ比が２９
で２８５℃の温度で作動するＷｅｒｎｅｒ　Ｐｆｌｅｉｄｅｒｅｒ３０ｍｍ２軸押出機の
中で混合した。
【００５４】
　このようにして得られた組成物を、その後、フレックスバーの形状に成形し、２４時間
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、相対湿度５０％、２５℃の条件にし、ＡＳＴＭ　Ｄ７９０に従って２５℃での曲げ弾性
率を試験した。結果は表１に示されており、（％は重量基準である）、ＡＳＴＭ　Ｄ７９
０に準拠して測定された、キロポンド毎平方インチ（Ｋｓｉ）での曲げ弾性率が示されて
いる。
【００５５】
　表１から分かるように、３つの成分（ナイロン６、アイオノマー（Ｂ）、ＳＵＲＬＹＮ
　９３２０）を同時に混合すると、本発明に従って得られた組成物と比較して、より大き
い曲げ弾性率（又は硬さ）を示す組成物が得られた。組成物の曲げ弾性率が低いほど硬く
ない。
【００５６】
【表１】

　次に、本発明の好ましい態様を示す。
１．少なくとも１つのアイオノマー（Ａ）と、少なくとも１つのブレンド物と、を含有す
る、又は、から製造される、組成物であって、
前記ブレンド物は少なくとも１つのポリアミドと、少なくとも１つのアイオノマー（Ｂ）
とを含有し、
前記ポリアミドは脂肪族ポリアミドであり、
前記アイオノマー（Ｂ）は、エチレンと、アイオノマー（Ｂ）の重量基準で５～１５重量
％のＣ3～Ｃ8のαβエチレン性不飽和カルボン酸と、３～２５重量％の少なくとも１つの
コモノマーと、０～３０重量％の（メタ）アクリル酸アルキルとのコポリマーであり、
前記コモノマーはエチレン性不飽和ジカルボン酸又はその誘導体であり、
前記（メタ）アクリル酸アルキルは、アクリル酸アルキル、メタクリル酸アルキル、又は
これらの組み合わせであって前記アルキル基は１～８個の炭素原子を有しており、
前記アイオノマー（Ｂ）中に存在する前記カルボン酸官能基は、１つ以上のアルカリ金属
カチオン、遷移金属カチオン、アルカリ土類金属カチオン、又はこれらの２つ以上の組み
合わせによって、少なくとも部分的に中和されている、組成物。
２．前記コモノマーが、マレイン酸、フマル酸、イタコン酸、無水マレイン酸、マレイン
酸のＣ1～Ｃ4のアルキルハーフエステル、及びこれらの２つ以上の組み合わせからなる群
から選択される、前記１に記載の組成物。
３．前記ブレンド物が、前記ポリアミドの連続相中の前記アイオノマー（Ｂ）の分散物で
あり、前記ブレンド物は前記アイオノマー（Ａ）の連続相中に分散された分散相であり、
前記ブレンド物は約１～１０の粒径比率を有しており、前記粒径比率は、前記アイオノマ
ー（Ａ）中に分散されたブレンド物粒子の最長径の、直交するブレンド物粒子の第２最長
径に対する比として定義される、前記１又は２に記載の組成物。
４．前記組成物が、前記組成物総重量基準で、１０～６０重量％の前記アイオノマー（Ａ
）を含有する、前記１～３のいずれか１に記載の組成物。
５．前記組成物が、前記組成物総重量基準で、０．１～１重量％の造核剤を含有する、前
記１～４のいずれか１に記載の組成物。
６．前記比率が約１～約６である、前記３～５のいずれか１に記載の組成物。
７．前記ブレンド物粒子の前記最長径が２０～約６００ｎｍ又は２０～約１２０ｎｍであ
る、前記３～６のいずれか１に記載の組成物。
８．前記ブレンド物の総重量基準で、前記ポリアミドが前記ブレンド物中に３０～６５％
存在し、前記アイオノマー（Ｂ）が前記ブレンド物中に７０～３５％存在する、前記１～
７のいずれか１に記載の組成物。
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９．前記ポリアミドが、ナイロン６、ナイロン１１、ナイロン６６、及びこれらの２つ以
上の組み合わせからなる群から選択される、前記１～８のいずれか１に記載の組成物。
１０．前記アイオノマー（Ｂ）中の前記カルボン酸が、ナトリウム、亜鉛、リチウム、マ
グネシウム、カルシウム、又はこれらの２つ以上の組み合わせからなる群から選択される
金属カチオンによって少なくとも部分的に中和されている、前記１～９のいずれか１に記
載の組成物。
１１．前記１～１０のいずれか１を特徴とする組成物、を含有する、又は、から製造され
る、物品であり、スキー用ブーツ、スノーボード用ブーツ、スケート用ブーツ、アイスス
ケート用ブーツ、インラインスケート用ブーツ、又は登山用ブーツである、物品。
１２．少なくとも１つのポリアミドと少なくともアイオノマー（Ｂ）とを混ぜ合わせてブ
レンド物にすることと、前記アイオノマー（Ｂ）が前記ポリアミドの連続相中の分散相と
して分散されており、前記ブレンド物がアイオノマー（Ａ）の連続相中の分散相として分
散されている組成物を製造するのに効果的な条件下で、前記ブレンド物を少なくとも前記
アイオノマー（Ａ）と混合することとを含む方法であって、前記アイオノマー（Ｂ）と前
記ポリアミドはそれぞれ前記１～１０のいずれか１に記載のものとそれぞれ同じである、
方法。

【図１】 【図２】
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